
  

 

＊五島

 東

れてき

開催

教授

星のス

かは定

演の資

写真

   

     

島プラネタ

京都練馬区

きた。渋谷に

催日は 1967

（星間物質の

スペクトル）

定かではない

資料である。

真 1が大沢教

     

アーカイブ

 

     

リウム第 11

にお住いの菊

にあった五島

年 8 月 20 日

の話）、関口

）の 4 人分で

いが、おそら

。当時の天文

教授のレジメ

     

ブ新聞 （2

国立天文台

回天文講座

菊池俊一とい

島プラネタリ

日、講師が大

口直甫東大助

である。プロ

らく 1 日の講

文トピックス

メである。

     

014 年 1 月 3

台・天文情報

座（1967 年 8

いう方から古

リウムで毎夏

大沢清輝東大

助教授（太陽

ログラムがな

講演数として

スとして貴重

 写真 1

30 日 第 71

報センター・

月 20 日）資

古い資料が普

夏開かれてい

大教授（X線星

陽系の新事実

ないのでこの

ては十分であ

重な資料と思

16 号） 

特別客員研

資料収蔵 

普及にお役立

いた天文講座

星の発見）、

）、山下泰正

の 4人だけの

あろう。今か

思われる。 

研究員 中桐

立て下さいと

座の資料であ

、赤羽賢司東

正東大助教授

の講演会であ

から 47 年も前

正夫 

送ら

る。 

東大助

授（恒

った

前の講

 



 大沢

も立ち

 赤羽

それ

る。 

  

   

沢先生の話は

ち会った。新

羽先生の話は

らが電波観測

     

は「X線星の

新しい X線天

は「星間物質

測で明らかに

     

の発見」であ

天文学が始ま

質の話」であ

になっていく

     

ある。Sco-X1

まった時代で

ある。星と星

く頃の話であ

写真 2 

1 と呼ばれた

であった。

星の間は真空

ある。写真 2

た x線を放つ

空ではなく、

～3が赤羽講

つ星の同定に

物質が存在

講演のレジメ

筆者

し、

メであ
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 関

しい話

  

   

 山下

るこ

物理学

口先生の話は

話題の紹介で

     

下先生は、

と、スペク

学の基本のお

は「太陽系の

である。写真

     

「恒星のスペ

トル研究の歴

お話をされて

の新事実」と

真 4がレジメ

     

ペクトル」の

歴史、主な研

ている。写真

として、宇宙

メである。

写真 4 

の話をされて

研究者とその

真 5～6がレ

宙探査機（ロ

ている。スペ

の業績、校正

ジメである。

ロケット）な

ペクトルを調

正のスペクト

。 

などで得られ

 

調べることで

ル分離など

た新

わか

天体
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 これ

きる。

 

これ

れば幸

     

れらの講演の

。 

れらアーカイ

幸いです。中

     

のレジメもア

イブ新聞の記

中桐のメール

     

アーカイブの

記事にお気づ

ルアドレスは

 写真 6

の対象であろ

づきのことが

は、arcnaoj@

ろう。その時

があれば、編

@pub.mtk.na

時代の天文学

編集者中桐に

ao.ac.jp 

学を知ること

にご連絡いた

 

がで

ただけ


